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櫛田川現地視察資料 
 

 
 
○現地視察の目的 
  櫛田川の現状把握及び課題の抽出のため、櫛田川の特徴的な場所や課題として考えられる箇
所の現地視察を行う。 
 
○現地視察行程 
  現地視察行程と視察箇所の特徴は次のとおり。 

時  間 視察箇所 特 徴 ページ 

9:20 集合 松阪駅前  
9:45～10:00 両郡橋付近 ・両郡橋下流にはアユの産卵場が存在し、環境上ポイ

ントとなる地点である。 
・射和商人の町並みが広がり、歴史を感じさせる地点
である。 
・洪水を流すのに支障となる狭窄部がある。 

13 

11:00～12:00 蓮ダム（昼食） ・直轄のダムで、櫛田川流域の治水・利水を担ってい
る施設である。 

16 

13:00～13:10 佐奈川 ・下流部は桜づつみ堤が整備されており、多気町が
公園として利用している。 

21 

13:15～13:30 櫛田可動堰 ・祓川との分派点となっている。 
・現在、祓川へ 200ｍ３/s の洪水分派の計画がある。 

22 

13:45～13:55 東黒部頭首工 
 

・櫛田川の最下流部の堰であり、アユの遡上にとっ
てポイントとなる地点である。 

23 

14:00～14:10 大平橋 ・高水敷が広く、樹木が多い。また大平橋が洪水を 
流すのに支障となっている。 

24 

14:20～14:30 河口部干潟 ・生物の生息にとって良好な干潟が形成されている。 25 

15:00 会議会場（松阪フレックスホテル）  
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～ 櫛田川 ～ 

流域の概要 
櫛田川は、その源を三重県飯南郡飯高町と奈良県吉野郡東吉野村の県境に位置する高見

たかみ

山（標

高 1,249m）に発し、蓮川等の支川を合わせながら東流し伊勢平野に出て佐奈川を合わせた後、

松阪市法田
ほうだ

で祓
はらい

川を分派し流路を北に転じ伊勢湾に注ぐ幹川流路延長 87km、流域面積 436 km2

の一級河川である。 
櫛田川流域は、三重県中部に位置し、松阪市をはじめとする１市４町１村からなる。 

流域には中央構造線が東西に走り、地質はこの線を境として南北に二分されている。上流域は

日本有数の多雨地帯である大台ヶ原
おおだいがはら

に隣接しており、上流域の平成元年～平成 13 年の年間平均

降水量は 2,500mm を越えている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

川の名前の由来 
 
櫛田川は、古来、倭

やまと

姫
ひめの

命
みこと

が天照
あまてらす

大神
おおみかみ

の鎮座地
ち ん ざ ち

を求めて諸国を巡行の際、こ

の地で・を落とされたことからこの名

がついたとされる。これにならい歴代

の斎王は、群行の際、・をこの川に捨
て、神に仕える決心をしたという。 伊勢平野の田畑を潤す・田川

幹川流路延長 87km 

流域面積 436 km2 

 











 

 

 

平成６年９月 洪水の水位（櫛田川） 
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洪水の流下上、支障となっている箇所 
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～ 両郡橋付近 ～ 

両郡橋下流にはアユの産卵場があり、環境上ポイントとなる地点である。また射和は、昔の射
和商人の町並みが残っており、歴史を感じさせる。 
 
 

両郡橋の名前の由来と歴史 
 江戸中期頃、射和

い ざ わ

と相可
おうか

を結ぶ

ものは渡船であったが、新熊野街

道の開通に伴い架橋された。以後、

数度、架け替えが行われ、昭和 32

年の国道 42号線の開通に伴い、現

在の橋(３代目)が架けられた。 
名前は、飯野郡射和村（現在の松阪市射和町）と多気郡相可村（現在の多気郡多気町相可）に
またがっていることから両郡橋と名付けられた。 
 

射和の町 
鎌倉時代から上流の丹生

に ゅ う

(勢和村)で産出した水銀を原料に白粉
おしろい

製造業がさかんで、「伊勢白粉」

として、京・大阪を初め各地で販売された。その後中国産「京白粉」の進出により圧倒されたが、

梅毒の特効薬として一定の需要があり、昭和 28年までこの地で続いた。 

江戸初期には、水銀製品と櫛田川下流

域の木綿の販売をもとに松阪と並ぶ商

人町として賑わった。今も射和の町を歩

くと、古風な塀、土蔵などに盛時の一端

が偲ばれる。 
 

 
 
相可の町 
伊勢参りの伊勢本街道 と熊野

詣の熊野街道の出合う街で、江戸

時代以降、宿場街として大商店を

はじめ旅籠屋
は た ご や

、芸者置屋
お き や

、馬子
ま ご

の

たまり場などが街道沿いに並び賑

わいを見せていた。それ以降鉄道

の発達、櫛田川水運の衰退により

寂れていった。 
 

 

 

射和商人の町並み 

 

 
相可・道標広場 
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～ 櫛田可動堰 ～ 

祓川との分派点である。現在、祓川へ 200ｍ３/s の洪水分派の計画がある。 
 
櫛田可動堰 
 櫛田可動堰は、昭和 30 年に多くの井堰の統
合による安定した農業用水の取水を目的とし
て、ゲートの無い、いわゆる固定堰として当時
作られた。しかしながら、昭和 34 年の伊勢湾
台風では、櫛田可動堰上流で破堤、越水するな
ど、甚大な被害が発生した。このため、櫛田可
動堰は、昭和 42 年に治水対策としてゲートを
つけた可動堰として改良されたが、現在完成か
ら 35 年が経過し、ゲート等の施設の老朽化が
進んでおり抜本的な改善が必要と考えられる。 
 一方、祓川水門では洪水時200m３/sの洪水分派の計画があるが伊勢湾台風以降分派していない。
また平常時は１m３/s を分派しており、流量が不足する時は蓮ダムから補給している。 
 櫛田可動堰は三重県と国土交通省の施設で、管理も現在、三重県と国土交通省が行っている。
また、祓川水門は国土交通省の施設である。 
 
櫛田可動堰諸元 

位 置 １０．４ｋ＋１２０．０ｍ 
完 成 年 昭和３０年 
使 用 目 的 分流、農業用水取水 
形 式 可動堰 
構 造 鋼製 
門 数 ９ 
動 力 電動 

 
祓川水門諸元 

位 置 １０．４ｋ＋１３０．０ｍ 
完 成 年 昭和３０年 
使 用 目 的 分流 
ゲート形式 鋼製シェル（スライドゲート） 
門 数 ６ 
動 力 電動 

 

 

櫛田川可動堰 

佐奈川 

祓川水門 
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ハマボウ 
【出典:清水 善吉氏】 
海辺の入り江や湾の奥に分布する落葉の低木。 
櫛田川河口のハマボウ群落は三重県における北限に近
いと言われている。三重県版レッドデータブックに記
載されている種である。 

 

アイアシ 
河口や沿岸地の湿生地等に生える大型の
多年草。櫛田川の河口部に広く群落を形成
している。 

フクド 
満潮時に海水につかるような河口付近の泥地に生える
２年草。三重県版レッドデータブックに記載されてい
る種である。 


